
Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国
県道馬橋平福線下香山地内で民家が途切れたところと、市道明見
下香山線の側溝等へ空き缶・ごみのポイ捨てがひどいので、ポイ
捨て禁止の看板を設置してもらいたい。

地元の方と一緒に現地確認をさせていただきます。看板について
は市で用意し、設置については設置場所等含めてを地元の方に協
力をお願いしています。

環境部

美作 豊国
市道下香山５号線、古跡池から曽井川へ続く水路の法面がやせ
て、大きな穴が開いている箇所が多数ある。陥没箇所の修復方法
を検討願いたい。

現地を確認し、修繕を完了しております。 建設部

美作 豊国

田畑の獣害の被害が増加している。被害調査と檻罠の設置など獣
害駆除を行政から検討してもらいたい。市の防護柵補助事業を利
用したいが、高齢化で作業者が確保できない。わな猟などは免許
が必要で住民が設置できない。イノシシ捕獲の檻・罠の設置につい
て市が行うことを検討願う。

有害獣の駆除は、市が直接行えないことから、猟友会に依頼し駆
除を行っていただいているのが状況です。また、猟師の方には、１
年間、有害鳥獣駆除許可を出し、駆除を行っていただいています。
防護柵は、国事業では、資材費の100％を補助していますが、設置
は、受益者でお願いしているところです。

経済部

美作 豊国

近年の異常気象で豪雨災害が増加している。地域、個人で管理す
る農業用ため池の防災管理について、豪雨時に危険な場所に行く
ことなくスマホ等で監視ができる水位計、雨量計等の情報管理の
仕組みを希望する。

地域、個人の農業用ため池の管理については、地域の水利管理
組合又は個人の方の負担でお願いしています。

危機管理室

美作 豊国

自治会の活動保険は複数あるが、保険対象者等の特定が煩雑で
融通が利かない。高齢化に伴い、息子が市外から環境整備などの
手伝いに来ることがあり、急遽保険をかけることが難しいという背
景があり、一家庭が何人分もの保険に入るということがある。
社会福祉協議会など、行政からの指導や検討ができる範囲で、住
民活動を支えるための保障内容・手続き・費用負担の検討をお願
いしたい。

広域包括保険ということになると、市が加入している総合賠償保険
のようなものをベースに不要なものを除く形になります。そのような
保険があるか不明ですが、保険会社に依頼して設計してもらうこと
はできるかもしれません。手伝いに来た人も対象になるといった、
包括性が必要になります。大切な話だと思いますので、即答はでき
ませんが検討させていただきます。

市民部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国 県河川曽井川の浚渫を定期的に行ってほしい。

県が管理する河川について本年度は市内34箇所で実施しており、
今後も要望により現地を確認し、緊急度等により順次実施すると聞
いていますが、再度確認すします。なお、市が管理する河川につい
ては、来年度より浚渫推進事業を実施する予定ですので、該当箇
所があれば要望書の提出をお願いします。

建設部

美作 豊国

梶並川・曽井川が溢れた時の防災マップをもっと詳しいものができ
ないか。農業ため池の引谷池関連の防災マップをいただき危機管
理が増加した。これに合わせて、下香山の古跡池・北山の大砂池
の防災マップもお願いしたい。

防災マップ自体は危機管理室で作成しています。現状のものは浸
水想定区域が平成18年に想定されたもので、100年に１度程度の
水害に対応しています。平成30年に1000年に１度程度の大雨を想
定したものが岡山県で作成され、県のホームページに掲載されて
いますが、その想定を基に市でもマップの作り直しの準備をしてい
ます。
ため池についても質問をいただいており、防災重点ため池165箇所
のうち、緊急度の高いものから順に作成し、今年度までに22箇所に
ついて作成しており、古跡池、大砂池についても今後作成予定とし
ています。なお、基になる、氾濫したときにどの程度の浸水になる
かという氾濫解析については、県が今年度完了する予定となって
おり、個々の池の内容についてお答えが可能となるので、農村整
備課へお問い合わせください。

危機管理室
建設部

美作 豊国

防災マップについて、現行のマップをみると何の被害もないように
見える。地元の者として、S38年の豪雨のときは曽井川が決壊し、
我が家も床上まで水が上がったことを覚えている。そういう例があ
るのに載っていない。北山の人口が増えており、うちの近くにも10
数軒住宅が建っており、その方に聞くと、この辺は絶対被害は起き
ないから安心だ、などと言われる。久賀ダムで受けているということ
はあると思うが、今の一時的な豪雨はわからない。県の資料に基
づき新しいものを発行するとのことだが、危機意識を持たすという
意味でも、そういう情報が入ったものを作成していただけたらありが
たい。

来年度、防災マップを更新しますが、近年は想定外の豪雨災害が
発生していることから、市民の方に危機意識を促せるマップを作成
したいと考えています。

危機管理室
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国

豊国公民館の老朽化している。使用回数は多く、小学校区単位で
交流センターの新築をお願いしたい。第一小学校区には、湯郷交
流センターがある。北小学区で、豊国、楢原地内に交流センターを
お願いしたい。
昔の豊国地区と、今の豊国地区では人口規模が変わってきてい
る。コミュニティに入らないので、北山の総会を豊国公民館で行っ
ているが、110人位の人数がぎりぎりになっている。そういう意味
で、ホールの拡張、避難場所として使える場所として、順番もあると
は思うがお願いしたい。

湯郷地域交流センターは、平成22年度に湯郷公民館の老朽化に
伴い、地域の活性化及び観光客と地域住民の交流促進を図ること
を目的とし新築したものです。よって、湯郷公民館としての役割と、
隣接する美作市文化センターを含めた美作市の観光や文化芸術
活動の拠点としての役割の二面性を持った施設です。
地域交流センターと同様に地域住民の交流施設として、公民館と
集会施設等がありますが、地域に整備されている類似施設につい
ては、明確な基準がないまま混在し整理をされていない状況にあり
ます。このことから、今後、基準を明確にするために設置条例など
の見直しが必要になってくると考えております。
地域の皆さんがどのような施設を要望されるのかを確認しながら、
この見直し作業と併せ進めていければと考えています。

総務部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国
インターチェンジを中心とした街づくり。一例として、豊国原に市庁
舎と警察署と文化センターを建設しまちづくりの中核とする。

警察署はさておき、市役所、文化センター等については、市民の
方々や議会と丁寧な議論をしながら進められたらと思い、さまざま
な準備をしています。市役所本庁については、議会の2/3の多数に
より議決をいただかないと具体の動きが取れないため、議員の
方々にご理解をいただく必要があります。
防災公園の必要性の議論が市議会でたびたび出ています。避難
所の仮設住宅用地や食糧備蓄、ヘリポートを作るなど広大な面積
が必要になります。想定では15haくらい必要と考えており、その中
に防災機能とともに、自治機能である庁舎なども置き、文化セン
ターはそこの避難所になるということで、防災公園と一緒に考える
議論が、最近特に強くなっています。
洪水と土砂災害、地震の３災害に対して強靭性を持つ場所で、
15ha確保できるところが数えるほどしかなく、そういう意味では、豊
国、中尾、北山、明見をまたいだあたりにそういう箇所があるとの
認識は持っています。財源として合併特例債が活用できるため、そ
の期間内に完成する考えでいます。
ＩＣを中心としたということで、もうもう工房の跡地を、もう少し広くす
るとか、交差点の改良をするといったことを、建設部で案を考えて
おり、西日本高速に売り込んでいるところです。その際に、トイレ
や、場合によっては案内施設、二次交通システムといったことの配
置も検討したいと考えていますが、市民の皆さんの要望に応じなが
ら進めていきます。
将来に向けた話として、美作岡山道路の北部延伸を美作市が提起
し議論しています。終着点は智頭ですが、出発点が勝央ＩＣ、美作Ｉ
Ｃの付近になるといった形になれば、美作ＩＣが東西交通の要という
ことに加え、岡山と鳥取の南北交通の要のＩＣに様変わりします。結
節点の役割が非常に大きくなる可能性があり、その方向性も見据
えながら、進めていきたいと思っています。

総務部
建設部

美作 豊国
美作ICから勝田経由、大原ICまでの、県道・国道の整備をお願い
する。

美作奈義線、国道429号、作東大原線が該当路線になります。県
からは、作東地域粟井中地区、大原地域下町地区で改良工事を
実施しており、今後も要望箇所等について順次検討すると聞いて
います。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国

豊国原の農業用水路は高速道路関連、ほ場整備事業で整備され
てから40年以上経過して老朽化が進み、何ヶ所も漏水し営農に支
障をきたしている。農業用水路の抜本的な改修・漏水防止対策を
お願いする。

農業用水路については、国・県でそれぞれ補助制度があります。
具体的な話を農村整備課にご相談いただければ、事業を探したい
と考えています。

建設部

美作 豊国
豊国原には、農道でもなく市道にもならない地区道がある。地区道
改良の市補助金は、舗装改良しかないと聞いており、地区道拡幅
にも何かしらの補助制度を設けてもらいたい。

市道になっていない地区道ということで、いわゆる赤線道と解釈し
ます。赤線、青線については地区等での修繕に対し、事業費の1/2
補助制度を創設しています。上限は補助金として25万円なので、
全体工事費は50万円相当となります。また、農道と同じく原材料支
給、重機借上の制度もあるので利用してください。

建設部

美作 豊国
豊国原では、家の間を縫うように小さな水路（非農業用水路）が
走っており、大雨のときにあふれる。排水路改修は事業費がかさむ
ため自治会での対応が難しく、市において対応願う。

農業用水路以外の排水路についても、上記に同じで、地区等での
修繕に対し、事業費の1/2補助制度を創設しています。また、農道
と同じく原材料支給、重機借上の制度もあるので利用してください。

建設部

美作 豊国

梶並川右岸、豊楢橋西から南の堤防を自治会において草刈等管
理している。また、河津桜も大きく育ち花の時期には訪れる人も多
い。
堤防管理や花見の車の回転場所がなく危険なため、JR近くの堤防
に車回転場を設けてもらいたい。

県からは、堤防の用地幅に余裕がなく、現状では対応が難しいと
聞いています。

建設部

美作 豊国

豊国原では、地区防災会が民間企業（病院）と協定を結び緊急時
の避難場所として使用させてもらうように計画した。しかし、民間企
業側から、自治会とは協定が結べない、市となら締結できるとして
断られた。
民間施設を緊急避難場所として使用できるように市と企業間で協
定を締結することができないか。

美作市では災害時における民間の宿泊施設、ホテルや旅館等との
協定は締結しています。ただし、避難の対象は要配慮者の方となり
ます。ご質問にある相手方は病院ということで、入院患者さんもお
られることから多数の避難は難しいと推察します。付属の施設を利
用するといったことなど、具体的な話を聞きたいと思いますので、危
機管理室に相談ください。

危機管理室

美作 豊国
国道179号中尾地内、マンホールふたが空コンテナを運ぶたびに
音がする。特に夜間に音が大きく聞こえ睡眠の妨げになっている。
早急な対策を望む。

地区の方と現地の確認をしたところ、水道仕切弁が舗装面より下
がっている状態が原因であると判明しました。区長立会のうえ10月
29日、２か所の仕切弁の嵩上げと舗装調整を行っております。

環境部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊国
国道179号中尾地内の土砂撤去をお願いしたい。車両が多いため
自治会で行うのは危険が伴う。

国道179号は県の管理となります。側溝清掃ということで、区長と県
が話をしていると伺っています。道路パトロールで対応が完了して
います。

建設部

美作 豊国
上相岡線の改良工事が、年度で50ｍ程度進んでいるが、全長が
850ｍありを早急に進めてもらいたい。

平成30年豪雨後は復旧事業を優先していましたが、昨年度より継
続して整備を進めています。現在の計画では令和７年までというこ
とで進めています。

建設部

美作 湯郷

湯郷の街中には、公衆トイレが４箇所ある。男性トイレを除き11便
器があるが、そのうちの６つは和式である。今時、和式のトイレは
考えられない。管理しているのは自治会だが、自治会で洋式に直
そうと思うと大変な金額になるので、これを何らかの形で補助なり
支援をしてもらいたい。場所等については別にお知らせする。

要望として伺いました。 経済部

美作 湯郷

トイレがないところで、今後観光面であったほうがよいと思うところ
がある。吉野川のフラット化をしてもらっており、そこにないので困
る気がしている。内側に桜の木の下あたりに場所があるのでそこ
の検討。それから三穂太郎のところにもない。そのようなことを相
談に行くのでお願いする。

要望として伺いました。 経済部

美作 湯郷

湯郷は吉野川の整備とラガーコース、塩垂山の整備というのが一
番だと思う。公園化をすることでいろいろとしてもらっているが、吉
野川の整備については、前のところの浚渫、一段下がったところが
たまっている。ラガーコースについては、自治会で春と秋に整備を
しているが、一番大変なのが竹やぶで自治会だけではできない。ラ
ガーコースは市で見晴らしのきくような整備をしてもらったが、引き
続きお願いしたい。

塩垂山児童公園(ラガーコース)、大谷川河川公園、吉野川湯郷河
川公園は公園指定していますので、都市住宅課で協力させていた
だきます。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 湯郷

大谷川に蛍が出るが、泥で埋まり、川の流れが一本化して幅が狭
くなり、流れが速くなったらカワニナが下流に流れてしまう。下流で
蛍が出るのもよいが、全面的にやればカワニナがいなくなるので、
部分的に浚渫をして、流れをゆるくしてもらったらありがたい。

浚渫について、大谷川は市の管理となるので調整しながら行いた
いと考えます。
来年度より浚渫推進事業を実施する予定ですので、該当箇所につ
いて要望書の提出をお願いします。

建設部

美作 湯郷

湯郷は水害が怖い。避難場所として文化センターと交流センターに
なっているが、湯郷でも一番低いところであまり意味がない。第一
小学校をうまく整備をしてもらいたい。幸い緊急避難道路ができる
ということで測量にかかっているので、第一小学校を整備してもら
えればありがたい。

湯郷地域の防災というのはとても大切な課題で、観光にしろ、町内
会活動にしろ、昭和38年の災害のようなことがあれば、しばらく立
ち直れないことから、防災面の充実は心しています。第一小学校も
候補となりますが、湯郷のこども園には調理設備があることから、
避難場所として活用できる可能性があり、途中まで議論をしていま
す。第一小学校については水害の関係は問題ありませんが、山の
関係で少し不安があり、こども園を優先する議論をしています。

危機管理室

美作 林野

旧美作町内には多数の山城跡がある。この文化財を活用する方
法で、「のろし」を上げることを、オリンピック聖火関連イベントとして
提案する。
市内外の方に、山城に興味を持ってもらい、現地に足を運んでいた
だくなど効果が期待できる。

聖火リレーについては、現在のところコース変更はありませんが、
コロナウイルス感染予防の観点から、イベントを縮小することとなっ
ています。また、リレーの安全の確保のため、相当数の人員の配
置が必要となり、実施は難しいと考えています。
なお、文化財の活用については、教育委員会が策定している「美
作市文化財保存活用地域計画」などをご検討ください。

企画振興部

美作 林野
新型コロナウイルス感染防止対策として、市管理「蔵」に消毒液と
検温器の設置を要望する。

ご要望を受け、設置いたしました。 市民部

美作 林野
表面にひだがあるマスクは下向きがよいのか上向きがよいのか。
また、手指消毒液で処置した直後に、口や目や食べ物に直接触っ
てもよいか。

紙マスクは、一般的にワイヤーがある方が上で、ひだが下向きに
なっている方が表側となります。下向きとするのは、ウイルスがひ
だの部分にたまることを防ぐためですが、種々形状があるので、使
用にあっては、マスクのパッケージ（写真）などを参考にしてくださ
い。
消毒液について、アルコールの場合、直後の濡れた状態では健康
被害が生じる恐れがありますが、乾燥すれば、特段の問題はあり
ません。

保健福祉部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 林野

「ごみの分け方・出し方ガイドブック（平成27年４月～）」を事前に確
認して、クリーンセンターにごみに搬入をしたが引取りを断られた。
ごみカレンダーには持ち込み不可の記載があったが、ガイドブック
についても最新版の発行をお願いしたい。

ごみの分け方・出し方ガイドブックについては平成27年４月版から
改定されていません。取扱いに変更がある一部の品目においては
ごみカレンダーやお問合せの際に案内しています。そのため、現状
のごみの取扱い方法と、ガイドブックの案内が異なっている部分が
あります。現状に合った新しいガイドブックの発行を進めてまいりた
いと考えています。

環境部

美作 林野
林野地区栄町周辺において高齢化が進み、空き家が増え、商店が
閉店している状況である。コンパクトシティを目指した取り組みが必
要と考えるがどのような方針かお聞きしたい。

都市計画法でいうコンパクトシティは、様々な規制で街を誘導して
いくという形となるため、美作市にはそぐわないと思われます。もう
ひとつは、企画振興部で取り組んでいる、近くの生活圏での小さな
拠点というものがあり、小学校区くらいで持続的な取り組み、生活
サービスなど行う取り組みをしています。市内では、梶並、粟井、
上山、巨勢地区などで行われています。

企画振興部
建設部

美作 林野 堤防の高さ・強度不足の改修をお願いしたい。

県は平成30年に液状化危険度が極めて高い範囲を対象に耐震点
検を行ないましたが、美作市内に該当はなく、市内の堤防について
は監視点検を行っているため、強度に問題はないとのことです。引
き続き監視・点検を行い、不具合があれば早急に修繕するよう、県
に依頼してまいります。

建設部

美作 林野
土砂災害対策として、砂防ダム、斜面を保護する擁壁（急傾斜地）
をお願いしたい。

砂防、急傾斜は県事業となります。採択要件等もあるので要望書
を提出していただくようにお願いします。要望書に基づき県と協議
検討を行うことになります。なお、事業化が決まれば、地権者等の
同意が必要となるので協力をお願いします。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 林野
地域防災計画の、市全域での個別計画（地区別）の策定をお願い
したい。住民負担の重さ、個人情報の取扱いの難しさの問題があ
る。

地区防災計画は地区住民が身近な災害の危険を知り、身を守る
重要な情報ツールです。災害が迫る現場では個人の力や行政の
力では限界があるため、地域の共助の輪を強くすることが重要に
なってきます。地区の住民の方が積極的に防災計画を考えること
によって地域の安全性を高め、併せて次世代、つまり子どもたちの
防災教育にもつながるものと考えています。策定に関するサポート
は行いますので、是非、地元住民の方で協力いただき策定に向け
た積極的な取り組みをお願いします。

危機管理室

美作 林野

入田地区は、洪水・土砂災害警戒区域（土石流・急傾斜地の崩壊）
の場所が多く、防災対策が必要な地区である。砂防基礎調査の結
果も出ていると思うので、至急各地区個別で、入田地区の防災マッ
プの作成をお願いしたい。

各地区における地区ハザードマップについては、地区住民の方が
改めて地元の危険箇所を見直し、それをマップにして共通認識す
るという意味合いが含まれています。自主防災組織活動補助金の
メニューの中にマップ作成に対する制度があり、他の自主防災組
織では活用されている事例もありますので、制度を活用し作成して
頂きたいと考えます。
その際には、マップ作成や避難ルートに関するアドバイスはさせて
いただきます。

危機管理室

美作 林野

入田町内会の永年にわたる懸案である入田川の改修をお願いす
る。
入田町内会の川沿いの家屋は、近年も床上浸水の被害を被り、そ
のたびに防止対策工事の陳情を行っている。梶並川と吉野川の合
流地点の水位上昇により、入田川の流水が逆流し（バックウォー
ター）、被害が生じる。
入田川の河川改修工事の早期実現をお願いする。

入田川は梶並川の本流の水位が上がることで、水がはけなくなり
ます。昨年末に湯郷の用水に分流できないかを地区で協議させて
いただいた経緯がありますが、近隣の家屋への影響が大きいとい
うことで、その計画については断念しています。
本流の河川の浚渫については県で進めています。以前は捨て場
がないということで取り組めていませんでしたが、現在は解消して
いるので、今年度は34箇所程度取り組んでもらっています。入田川
そのものは市の管理になり、来年度以降浚渫の事業化の検討をし
ているので、堆積箇所を教えてください。

建設部

美作 林野
令和元年11月20付けで要望しているカーブミラーの増設について、
土地所有者の所在が不明のため設置に至っていない。市で所在を
調査し同意書を取っていただき、早急に設置してもらえないか。

本年度内の設置を予定しています。 建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 林野
三倉田上公園隣の空き地の草刈について、市役所から連絡がなく
とも、年２回程度自発的に実施してもらうよう折衝をお願いしたい。

前回も要望をいただき、所有者に連絡するとすぐに草刈をしても
らった経緯があります。個人所有地のため回数を市で決めることは
できませんが、地域の方に迷惑がかからないよう、草刈をしていた
だくよう連絡を行います。

市民部

美作 林野
平成28年度の行政懇談会で質問した、長大寺地内の迷惑空き家
のその後はどうなっているか。進展が見られない。

平成28年に要望をいただいていております。当時の要望は所有者
に連絡を取り対応してもらいたいとの趣旨でしたので、連絡を取ら
していただきました。そのときは空き家の隣が市有地だったので、
はみ出している木については伐採をさせていただいておりますが、
その後の対応できてないということですので、早急に配達記録郵便
などで、連絡を取ることにいたします。

市民部

美作 豊田

猪伏地区の東線があり、平成27年に着工して約７割完了している
が、橋の工法等が難しいこともあり、工期が遅れている。予算がつ
かないという様な回答も出ているが、橋だけが狭く、かえって危険
を感じている。西線は拡幅したが、交通量も多く代替できるもので
はないので、ぜひお願いしたい。すでに要望書を出し、担当者には
言っているがなかなか前に進まないこともあり、早期実現をお願い
したい。

猪伏については現在工事中です。橋の箇所は家が建て込んでお
り、しっかりした橋を架けることになれば、どうしても建物への影響
が生じるため、簡易な方法でできることがないか調整をしていると
ころです。
下がって狭くなっており、上げないといけないがそうするとキリがな
くなり、コストパフォーマンスがものすごく悪くなります。そのお金が
あれば向こう側の本線の工事が進むので、それを優先せざるを得
ないと考えます。向こう側は防災面の工事もあり、ずったところがあ
るので、その優先度合いによっているということは、猪伏の方は大
体理解されていると思います。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊田

山口の市道平福山外野線の改良工事について、平成19年に要望
書を提出し約13年が経過しており、新橋が完成し６割程度完了して
いる。計画の変更などがあり、そうした中、現在測量を行ってもら
い、用地買収も進んでいる。１車線になるということでやむをえない
と地元も言っている。現在、拓洋の建物が７月に撤去されている
が、ブロックが残り危険である。そこは買収済なので、今年度中に
買収されてところまでの完成をお願いしたい。そこから２車線が１車
線に変わるが、山外野川があり、氾濫すると腰の辺りまでオーバー
し、民家付近が川のように流れる。山外野につながる道路は完璧
に浸かり帰れなくなるため、住民は山外野公民館に避難する。川
の位置が低いので、橋をかける際には護岸の西部へと。橋の高
さ、それから橋までは２車線にしていただき、そこから山外野に向
けて１車線ということでぜひお願いしたい。山外野川の幅が５～６ｍ
くらいなので、ぜひそこは２車線にしてもらいたい。設計が出ている
ので、事前にお願いをさせてもらった。

山口の進捗についてはがんばって行きます。橋についてはこれか
ら設計に入るため、ご要望としてお伺いし、調整できるものであれ
ば２車線の検討を行います。
その後の検討の結果、橋は２車線で計画することとしました。

建設部

美作 豊田

６月15日に市道認定していただいた市道山口原線については生活
道路になっており、吉野川に隣接しているため危険なので、早期に
舗装していただきたい。また、河川側に白線を引いていただき、川
に落ちない措置をしてもらいたい。

河川敷になるので県と協議を行い検討して行きたいと思います。 建設部

美作 豊田

吉野川と山外野川の浚渫をお願いしている。県も11月頃から山外
野川の２期工事ということになっているので、吉野川のほうも、予算
の都合上山外野川からと言うことだが、市のほうで応援をお願いし
たい。

県の浚渫については、あちこちで加速しており、山外野川について
は着手されています。

建設部

11



Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 豊田

浚渫について、県は吉野川より山外野川を優先するといわれてい
るが、吉野川の柳がすごいことになっている。伐採は地元でもでき
ると思うが、後の木の始末ができない。切ったまま、放っておくのは
やめてくれと言われる。木の処理も含めると行政にやってもらうよう
になる。

支障木の伐採という話であれば、伐採の話をするほうが早いかも
知れません。下のほうに北原の井堰があり、ある意味掘っても流れ
ないところなので、支障木の伐採といったほうがとおりがよいかもし
れません。なおかつ、岩盤がすぐ出てくるなので、それほど掘れな
い箇所と思われます。

建設部

美作 豊田
火葬場の計画はどのようになっているのか。大きな課題なので、美
作市としてどのようにするのか教えていただきたい。

火葬場の計画については、議会でも、老朽化しているのでどうにか
ならないかということで質問をいただいています。現在、庁舎内の
検討委員会を立ち上げており、その中で基本構想を議論していま
す。基本構想を今年度中にまとめて報告させていただきます。その
後、最終的な候補地であったり、炉の数であったり、どういう火葬場
にするかを決めていくことになります。
なお、今から８年位前に別の構想がありました。幕谷を廃止して、
作東のレインボーホールの炉を１つ増やせば数的に合うということ
でしたが、その構想が美作地域や作東地域の方にとってあまり魅
力的ではないということで推進力が得られませんでした。やり直し
をしないといけないということで動いています。
火葬場の話はデリケートで難しい問題ですので、地元の方の意見
も聞きながら慎重な対応をしていますが、あまり慎重すぎると前進
しませんので、一定の方向性を出そうというのが今年度末のことに
なります。

市民部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 楢原
現在５月から９月と12月後半から１月前半の期間は週２回の可燃
ごみの収集が行われているが、年間を通して週２回の収集の実施
について検討してもらいたい。

可燃ごみの収集は、夏場の３ヶ月間であったものを、近年５月から
の５ヶ月間と年末年始の各２週間に増やしているのが現状です。可
燃ごみを年間２回収集することについては、他の地域でもご要望を
いただいています。
女性の方を含めて、この要望が強まっていることを感じており、全
市的な要望が強ければ、例えば都市公園の交付金を活用すると
いったことで、検討せざるを得ないという雰囲気になっています。

環境部

美作 楢原

去年か一昨年も話を出したが、粗大ごみの収集を、５年に１度と
か、３年に１度とかで実施すれば市民も助かるのではないか。皆さ
んが、クリーンセンターに持って行けばいいが、高齢化が進み不自
由な方もおられるので、実施していただければありがたい。

不燃粗大ごみの回収は、合併後２回有料で行っていますが、その
際、夜間に回収対象でない物を持ち込もうとしたり、回収場所以外
へ不法投棄があるなど、対応に苦慮した経緯があります。また、長
期間保管可能な回収場所の確保や人員等の課題もあり、それ以
降は実施していません。現在の美作クリーンセンターは不燃及び
可燃粗大ごみの持込みは可能となっています。また、平成30年８
月から高齢で運転免許を保有していない方や障害者手帳の交付を
受けている方などのみで構成されるご家庭を対象に「家庭系粗大
ごみ等ふれあい収集」を実施しています。なお、詳細な対象条件や
料金等につきましては、事前にお問合せのうえご利用ください。

環境部

美作 楢原

音田川の土砂撤去について以前からお願いしている。国道179号
交差点橋下に堆積土砂がある。平福多目的集会所の上流にも堆
積しているところが数箇所あり、避難所である平福多目的集会所、
消防機具庫に水が流れ込む。河川の改良も含めて対応をお願いし
たい。

県が管理する河川について本年度は市内34箇所で実施しており、
今後も要望により現地を確認し、緊急度等により順次実施すると聞
いていますが、再度確認します。なお、市が管理する河川について
は、来年度より浚渫推進事業を実施する予定ですので、該当箇所
があれば要望書の提出をお願いします。要望書の提出により、実
施する計画としております。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 楢原

美作北小学校南側および豊国原交差点は自動が横断する際、西
進する車両が左折できない。また、豊国原交差点では赤信号でも
通過する車両が見受けられる。時差式信号等の設置により渋滞解
消と安全対策をお願いしたい。

信号機の表示時間を変更について、所管する岡山県公安委員会
に上申したいと考えますので、詳しい要望書の提出をお願いしま
す。
豊国原交差点は北山地内のことと思われますが、交差点の信号機
について過去何度も北山地区からお声を聞いています。道路改良
を伴うものでないと信号機の改良はできないと言われていますが、
時間帯のことについては再度公安委員会に調整をかけたいと思い
ます。

市民部

美作 楢原
国民健康保険税の資産割を廃止する市町村が増加している中、資
産割を廃止し税負担の公平性を保持してもらいたい。

美作市では４方式という形で、国保の制度ができた段階から、固定
資産税の数％を国民健康保険税に加算して賦課しています。この
ことは、固定資産を持たない方の負担を緩和するという効果があ
り、現在も継続していますが、国からは「将来的には、都道府県で
の保険料水準の統一を目指す」という指針が示されていることか
ら、３方式への移行の全国的な動向を見ながら慎重に考えたいと
思っています。ちなみに全国では３～４割の自治体で４方式が残っ
ており、県内では４市町村が４方式を採用しています。

市民部

美作 楢原 都市計画の見直しの時期は。時代にマッチしているか。

狭い意味で都市計画を言えば、都市計画法に基づくことになりま
す。都市計画法の運用では、人口増加が活発なときに、次々に建
築がなされたことに対して一定の規制をかけることで、目標とする
街に近づけていくというような制度となっています。過疎化が進む
地方の市ではなかなか機能しにくいというのが実情でです。
市では総合計画として、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で取り組
んでいます。人口減少に歯止めをかけることを目標にして取り組ん
でいますが、その元で都市計画マスタープランを平成22年に策定し
ています。概ね20年後を目標にした計画で、市の庁舎の位置がど
うなるかといったことを見極めながら、計画を見直す必要があると
考えています。

建設部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 楢原
農業の未来について。後継者不足が耕作放棄地拡大につながり
地域の崩壊を招く。農地を宅地化していく。水路は老朽化してい
る。

後継者不足からの耕作放棄地の拡大に対しては、農地の貸し借り
を促進するために岡山県農地中間管理機構と連携して農地と農業
者の結び付けを進めています。農地の貸し借りにつきましては、農
業委員会または農業振興課にご相談ください。
農地の宅地化を迅速にできないかとのことについては、農振農用
地といわれる圃場整備された優良農地等については市が定めてい
る農業振興地域整備計画のうち農用地利用計画からの除外が必
要となります。法律等で決められた手続きとなることから、農地を宅
地にする計画があれば、早めに農業振興課までご相談ください。
老朽化した水路については状態を確認し、対応できる事業等を検
討しますので、農村整備課までご相談ください。

経済部
建設部

美作 楢原
クマの捕獲は動物愛護より、住民の安全第一を考え殺処分として
もらいたい。

ツキノワグマは、狩猟期間に限らず、人の生活圏内（200ｍ以内）に
繰り返し出没した個体等については、有害鳥獣捕獲許可により、殺
処分を行っています。

経済部

美作 楢原
河川の氾濫防止のための、国司川・梶並川の浚渫はどうなってい
るか。

県が管理する河川について本年度は市内34箇所で実施しており、
今後も要望により現地を確認し、緊急度等により順次実施すると聞
いていますが、再度確認します。なお、市が管理する河川について
は、来年度より浚渫推進事業を実施する予定ですので、該当箇所
があれば要望書の提出をお願いします。

建設部

美作 楢原
美作北小学校北側の排水路が潰れており環境整備作業に支障が
出ている。また、法面の草刈作業回数を増やしてもらいたい。

排水路につきましては、改修工事が完了しています。学校敷地の
法面に関する草刈りは、学校職員により行っていますが、現場の
状況を確認しながら草刈り対応を行うこととします。

教育委員会

美作 楢原 美作北幼稚園の東側法面の草刈作業回数を増やしてもらいたい。
園敷地に関する草刈りは、教育委員会職員により行っています。
現場の状況を確認しながら草刈り対応を行うこととします。

教育委員会
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 楢原
里山公園の利用者を増加させる案はあるのか。塩野尾山登山回
数を公報して表彰してはどうか。健康増進にもつながる。

里山公園を周知するためにホームページ、パンフレット、みまちゃ
んネル等により情報発信をしてまいります。また、各関係機関と連
携し、里山ウォーキング、ネイチャーゲームなどで参加者の利用拡
大に取り組んでいます。表彰については参考にさせていただきま
す。

建設部

美作 楢原 高齢者の支援について、支援する方が高齢者になりつつある。

楢原地区の高齢化率は30.7％と、市の平均と比較すると低いほう
になりますが、地域によっては相当深刻なところもあり、政策的に
サービス付き高齢者住宅などを整備して、独居老人等の生活の不
安解消を図っている地域もあります。
地域の高齢化については、高齢者が主体的に健康づくりや機会づ
くりに取り組んでもらい、健康寿命の延伸をはかり、地域社会の支
え手としての活動をしていただくことが望まれます。要介護状態に
ならないために生活習慣病の予防推進や、里山公園を利用した健
康づくり事業などについても積極的に取り組みたいと考えていま
す。

保健福祉部

美作 巨勢

市からのお知らせは、広報誌、ホームページ、みまちゃんネルの
データ放送、告知放送等、一見きめ細かく行われているが、広報誌
以外は十分な数が行き届いていないと思われる。全戸配布する広
報誌に、他の媒体での情報を再掲しないと、確実な情報提供と言
えないのではないか。

広報紙は市の施策や事業等の周知やイベント情報等を、いかに読
みやすくお伝えできるかを考慮しながら紙面づくりを行っています。
ご意見を参考に、今後の紙面づくりに取り組んでまいります。

企画振興部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 巨勢
ここ数年、旧巨勢小学校の公民館としての位置づけについて要望
を行いながら教育委員会とも協議をしているが、明確な回答がいた
だけていない。

旧巨勢小学校は、巨勢地域の拠点として活発に活動をしていただ
いており、事実上、公民館活動の拠点にもなっていると思っていま
す。要望書もいただいているので、再度、施設整備・管理面等、現
状について地元の方と協議し、拠点公民館への変更も含め役員の
みなさまと協議を進めたいと考えています。現在、美作地域には支
館も含めて公民館が９館あり、市民センターが中央公民館となりま
す。社会教育会議から公民館の再編ということで答申をいただいて
おり、その中では、旧町村単位で１箇所、拠点公民館を置くとなっ
ています。美作地域については、中央公民館が拠点公民館になり
ますが、人口も多いことから、答申とは若干異なることになります
が、地元の理解をいただきながら、旧巨勢小学校についても拠点
公民館という位置づけをさせていただき、館長の配置といったこと
も含めて協議したいと考えています。
巨勢は人員配置もさることながら、公民館としての位置づけをしな
いと工事ができないということがあります。改修工事やアクセス道
路、トイレの話などがあり、公民館としての位置づけをしないと前に
行かないという課題があることも理解しています。

教育委員会

美作 巨勢
可燃ごみの収集については、週２回の収集が７ヶ月、週１回の収集
が５ヶ月と過去に比べれば改善している。年間を通じて、週２回の
可燃ごみ収集を行っていただければありがたい。

可燃ごみの収集は、夏場の３ヶ月間であったものを、近年５月から
の５ヶ月間と年末年始の各２週間に増やしているのが現状です。可
燃ごみを年間２回収集することについては、他の地域でもご要望を
いただいています。
他の地区では、小さいお子さんやおじいさんおばあさんのおしめが
大量になるとのご意見がありました。女性の方を含めて、この要望
が強まっていることを感じており、全市的な要望が強ければ、例え
ば都市公園の交付金を活用するといったことで、検討せざるを得な
いという雰囲気になっています。

環境部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 巨勢

海田～大原～福山方面に生息する、15頭前後のサルの群れは、
頭数と餌のバランスが崩れ、農作物に依存する傾向が年々強く
なっている。他県では適正頭数とする目的で、大型檻を設置し一斉
捕獲の上、専門家により殺処分している事例がある。実施に向け
て岡山県と協議してもらいたい。

サルの駆除については、猟師の方に有害鳥獣駆除許可を出し、駆
除を行って頂いています。サルは、岡山県が第二種特定鳥獣管理
計画（地域個体群の生息数を適正な水準に減少させ、その行動域
を抑制することを目的としている。）を策定しているため、岡山県と
連携を取りながら対応して取り組むこととしています。

経済部

美作 田殿

営農型太陽光発電事業というものがあり、今年の７月に和気町の
会社から、田殿地区の水利組合に、営農型太陽光発電を行うにあ
たり水利組合としての承諾書に署名押印をしてくれということで関
係書類一式を持ってこられた。その書類が巡って私のところに来た
が、書類によれば、事業の経営者がすでに転用農地を所有してい
る。営農型太陽光発電は農水省、すなわち国が推奨している事業
である。以前、農地転用は各市町村の農業委員会経由で知事宛
に出されたものが、現在では各市町村にゆだねられ、各市町村の
農業委員会で実際に許可がなされている。田殿地区としては特別
な事情がない限り、美作市の農業委員会で認められることになる
だろうと思っている。先方の事業者、美作市の農業振興課の方にも
8/10、祭日だったが、出てきていただき、地元関係者と事業に対す
る説明会、話し合いの場を設けた。そのままでは後に残らないの
で、書面を残したいということで、先日覚書を取り交わした。覚書は
法的拘束力がないとも聞くが、法的なものがなくても書面に残して
おくことが、地元としては、何かあったときに役立つだろうと覚書を
取り交わした。田殿地区として一番危惧しているのは、事業者が発
電事業を途中で放棄する可能性も無きにしもあらずで、その場合、
農業委員会が農地転用を許可した場合、どの程度農業委員会が
立ち入って、トラブルになったときに対応してくれるのか、お聞かせ
願いたい。

楢原でも似たような話があり、最後をどうするかの保障がはっきり
しませんでした。類例として千葉県の市原で、ため池の上のパネル
が接触で火災を起き、処理に困ったことがあります。また、広島の
地すべりではパネルが壊れてどうやって処理するかが問題になり
ました。
営農型は簡単に言うと脇が開いているので風に対して弱いと考え
られます。通常は岩盤に穴を掘って、コンクリートでしっかり基礎を
しますが、下が田んぼなのでできません。風の関係で不安がある
ように思います。指示はできませんが、農業委員会には災害との
関係を十分に考慮するようにお願いをしておきます。
その後、11月20日開催の農業委員会において審議を行い、許可と
なりました。事業者には毎年の報告を義務付けてています。

経済部
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Ｒ２　行政懇談会　提言等回答一覧

地域 地区 提言等の内容 回答および対応状況等 担当部

美作 田殿

メガソーラーも含め全国的なことだが、今回使われるものは中国製
の廉価なもので、発電効率をよくするため、いろいろな特殊な材料
を使っている可能性がある。日本製に比べてよくわからないものを
使っている可能性もあるので、５年、10年、15年と経って、自然環
境が破壊されるようなものが出てこないのか心配している。なおか
つ、それから以降、20年過ぎるとものすごい量の産業廃棄物が出
てくる。美作市として、また、全国的に見てどのように考えられてい
るのだろうか。

使用済太陽光発電設備は産業廃棄物として取り扱われるため、事
業者は関係法令に則り、事業終了後に適切に設備の廃棄・リサイ
クルを実施することが求められます。ご意見のとおり2040年頃に太
陽光パネル等の大量廃棄が見込まれており、将来的な撤去・処分
費用を確保するため、国は2022年7月までの適切な時期において、
売電収入から廃棄等費用を源泉徴収的に差し引き、外部機関に積
み立てることを義務付ける新たな制度の検討を行っています。

企画振興部

美作 田殿

県道の林野馬形線があるが、一番北の部分で分岐する、四の谷、
鯰に抜ける鯰線。途中の宗掛にあがるところまでは拡張していただ
きよくなっており、県道よりも広くなっている。そこまでは広くなって
いるが、宗掛から鯰に下りる、峠から超えて100ｍくらいが非常に狭
い。毎年凍結する箇所もあり、年に３～４回事故がある。幸い人身
事故はないと聞いているが、毎年何台かが事故をする。道路部分
の南側にあたる部分が田殿地区の方が所有されていたので、その
方に聞いたら、いつでもＯＫと言っており、地権者に了解をもらって
いる。一番危険な箇所、約100ｍを早急に改良をお願いしたい。

現在概略設計を完了し、関係地区と協議を終え、遠方地権者との
協議を予定しております。来年度には詳細設計を予定しており、継
続して事業を進めてまいります。

建設部

美作 田殿

田殿の公民館の館長から伝えてほしいとのことで、昨年10/12に行
政懇談会を田殿で行った。そのときに、田殿公民館が、大雨のとき
道路が寸断されるなどして、避難場所として適さないことになって
いる。その後、市から職員と地区民２～３人の立会いの下、現場確
認をするという回答があったが、あれから1年経っても何の音沙汰
もない。

大変なご迷惑をおかけしましたこと、お詫びいたします。
行政懇後、区長並びに公民館関係者と現場を確認し、要望書を提
出していただくくよう案内させていただきました。

危機管理室
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